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鹿児島県屋久島における照葉樹林の種組成および種多様性
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Abstract

Species composition and species richness were studied in the lucidophyllous forests on Yakushima 
Island, Kagoshima Prefecture. In total, 40 quadrates were investigated. The lucidophyllous forests 
were classified into Machilus type forest (Machilus thunbergii-Ficus superba Comm.), Castanopsis 
type forest (Hydrangeo-Castanopsietum sieboldii) and Cyclobalanopsis type forest (Illicio-Distylietum 
racemosum). Machilus type forest was characterized by the presence of Litsea japonica, Alocasia odora, 
Elaeagnus pungens and 8 other species that were resistant to salt breeze and absence of Castanopsis 
sieboldii and Cyclobalanopsis species. This forest was distributed on the coastal area. Castanopsis 
type forest was characterized by the presence of Meliosma rigida, Lasianthus fordii, Hydrangea 
grosseserrata and 21 other species. This forest was distributed on the lowland. Cyclobalanopsis type 
forest was characterized by the presence of the vascular epiphytes which were Mecodium polyanthos, 
Lysionotus paucifl orus, Hymenophyllum barbatum and 5 other species, and the presence of Symplocos 
myrtacea and others. This forest was distributed on the mountain districts. The mean number of 
lucidophyllous elements per quadrate (100m2), which were indicative of species richness, in Machilus 
type forest, Castanopsis type forest (II-2) and Cyclobalanopsis type forest were 21.4, 56.6 and 34.8, 
respectively. The lower species richness of Machilus type forest and Cyclobalanopsis type forest 
was caused by the salt breeze and the low temperature, respectively. The highest species richness of 
Castanopsis type forest on Yakushima Island among the lucidophyllous forests at Yakushima Island and 
northward was due to the high temperature.  
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はじめに

温暖で降水量の多い屋久島には広大な面積の

照葉樹林が残されている．その照葉樹林に対し

て 林 木 群 集 の 動 態（ 甲 山 ほ か，1984； 相 場 ほ

か，1994）， 種 組 成 お よ び 群 落 分 類（ 大 野 ほか，

1963； 奥富，1968，1972；Okutomi，1970；

Suzuki，1976； 宮脇，1978，1980； 田川，

1980），更新（木村・依田，1984），着生植物の生態（江草・

大沢，1994；服部ほか，2009），シカの採食による植

生変化（矢原，2006），フェノロジー（野間，1994）

などの様々な視点から研究が行われている．しかし，本
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地域の照葉樹林について種多様性や生活形組成の解析と

いった視点からはまだ研究されていない．著者は 2001

年より 2008 年にかけて屋久島の多数の地点において照

葉樹林の調査を進めてきた．今回，それらの調査結果よ

り自然性の高い照葉樹林を抽出し，それらの群落区分を

行うと共に各群落の種多様性や生活形組成の解析を行っ

た．それらの考察結果を報告する．

調査地の概要

鹿児島県大隅半島南端より約 60km 南の東シナ海に

浮かぶ屋久島は面積 504.81km2，周囲 126.7km のほ

ぼ円形の島である．中央部には宮之浦岳（1,935m）を

始めとして 1,000m 級の山岳が広がり，海岸まで急峻

な地形が形成されている（田川，1994）．地質は中央部

に花崗岩，周辺部に熊毛層群が分布し，気温は一湊で年

平均気温 19.4℃，永田岬灯台で 21.0℃，年降水量は山

岳地帯および東側が多く，西側が少ない．多い所で約

9,000mm，少ない所で 2,500mm 程度である（江口，

1984；田川，1994）．調査は椨川，楠川，志戸子，矢筈崎，

宮之浦林道，白谷雲水峡，愛子岳登山道，尾之間歩道で

行い，各調査地の位置と立地条件は表1と図1に示した．

各調査地の最寒月の月平均気温は田川（1994）をもと

に気温減率 0.6℃／ 100m を用いて算出した．

調査方法

2001 年から 2004 年の 4 ヶ年にわたって各調査地の

自然性の高い照葉樹林の植分を対象として，調査を行っ

た．調査区の面積は斜面の実測値（斜距離）に基づい

て斜面積の 100 ㎡（基本的には 10m × 10m）とした．

良好な植分が広がっている場合は調査区を連続して，逆

の場合は単独で設置した．

調査区の選定にあたってはギャップ部位を避けた．調

査は調査区内の植分について階層区分を行った後に，目

測による各階層の高さ・植被率の記録，各階層別の植物

種リストの作成，目測による出現種の被度（％）の記録

を行った．単生する実生の被度（％）は 0.0001％以下

の場合もあるが，本調査では 0.01％を最小の被度（％）

値とし，調査および資料整理を簡素化した．第一低木層

以上の各階層については，樹種別に個体数を記録し，そ

の数値を各樹種の被度（％）推定の参考資料とした．林

冠木等に着生している植物については，低い位置に付着

あるいは周辺に落下している着生植物等を参考に，高性

能の双眼鏡（Nikon 10 × 42 LDCF）を用いて同定し，

次に被度（％）の推定を行った．出現種の被度（％）の

記録が終わった後に，階層ごとに出現種の被度（％）の

積算値と，その階層の植被率を比較し，両者に差がある

場合には再度推定し，被度（％）または植被率の数値を

修正した．次に斜面方位・角度，海抜などの環境条件を

記載した．

現地調査の結果得られた資料をもとに植物社会学的手

法（伊藤，1977）に基づき，素表を作成し，何回かの

図１　調査地の位置．番号は表１の No. に対応．
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表操作を行って群落単位および識別種を示した群落組成

表を作成した．各群落単位を区分する識別種の選定にあ

たっては，群落適合度 5 の基準（伊藤，1977）を採用

した．群落組成表に示された各群落単位に出現する各々

の種の出現頻度（％）（ある種が出現した調査区数／そ

の群落単位の調査区数× 100）と各々の種の 1 調査区

あたりの平均被度（％）（ある種が出現した調査区の全

階層の被度（％）の合計値（％）／その群落単位の調査

区数）を算出し，群落組成表の被度（％）を出現頻度・

平均被度（％）に置換した一覧表を作成した．この表は

植物社会学的調査方法による総合常在度表にあたる．ま

た，各群落単位における種多様性および生活形組成をみ

るために，出現種を服部ほか（2002），服部・南山（2001），

Hattori et al.（2004）に基づいて照葉樹林構成種とそ

の他の種に区分した．照葉樹林構成種は，生活形および

植物分類によって照葉高木，照葉小高木，照葉低木，照

葉ツル植物，針葉高木，針葉小高木，地生ラン，地生シ

ダ，その他地生の多年生草本類，着生低木，着生ラン，

着生シダ，寄生植物，腐生植物に分類した．各調査区に

おける照葉樹林構成種数，出現種数などをもとに各群落

単位の 1 調査区あたりのそれらの平均種数（種多様性，

species richness）を算出し，さらに各調査区における

生活形別の種数をもとに各群落単位の 1 調査区あたり

の生活形組成（生活形別の平均種数と平均組成比）を算

出した．

調査結果

群落区分

植生調査の結果得られた 40 の調査資料をもとに群落

組成表を作成し，表操作を行った結果，表 2 に示した

ように沿岸地のタブノキ－アコウ群落（群落単位Ⅰ，調

査地 No.1 ～ 4），低山地のスダジイ－ヤクシマアジサイ

群集のユウコクラン下位単位（群落単位Ⅱ -1，調査地

No.8）と同ホソバオオカグマ下位単位（群落単位Ⅱ -2，

調査地 No.5，7），山地のイスノキ－シキミ群集（群落

単位Ⅲ，調査地 No.6）の 4 群落単位が認められた．各

群落単位の階層構造は表 3 に，各群落単位の種組成お

よび識別種は表 2 に示した．

タブノキ－アコウ群落は 4 ～ 5 層の階層によって構

成され，群落高は約 13m と他の照葉樹林と比較して低

い．林床の被度が約 60％と非常に高いのが特徴である．

本群落はハマビワ，クワズイモ，ナワシログミ，サンゴ

ジュ，ガジュマルなどの種によって区分されたほか，ス

ダジイ，アカガシ，ウラジロガシなどのブナ科植物を欠

き，タブノキ，モクタチバナ，ヤブニッケイなどの植物

が優占することでも特徴付けられるタブ型照葉樹林（以

下タブ型と略す）と認められた．本群落は屋久島北部の

椨川，楠川，志戸子，矢筈崎の沿岸地に分布していた．

スダジイ－ヤクシマアジサイ群集は 5 階層によって

構成され，群落高は約18mで，各階層とも植被率は高い．

本群集はヤマビワ，スダジイ，リュウキュウルリミノキ，

ヤクシマアジサイ，ヌカボシクリハラン，イズセンリョ

ウ，トキワガキなどの種によって区分されるスダジイの

優占林（シイ型照葉樹林，以下シイ型と略す）としてま

とめられた．本群集はユウコクランなどによって識別さ

れるユウコクラン下位単位とホソバオオカグマなどによ

って識別されるホソバオオカグマ下位単位の 2 つの組

成群に区分された．尾之間歩道で確認されたユウコクラ

ン下位単位は斜面下部の湿性な土壌条件下に，宮之浦林

道および愛子岳登山道のホソバオオカグマ下位単位は斜

面中部からやや上部の少し乾性な立地条件下に分布して

いた．両下位単位は屋久島の北部と南部に離れて分布し

ているが，地理的な立地条件の差によるものではなく，

保全された照葉樹林の立地が各々異なっていたことに依

っている．

イスノキ－シキミ群集は 5 階層によって構成され，

群落高は約20mで，第2低木層，草本層の植被率が低い．

本群集はホソバコケシノブ，シシンラン，コウヤコケシ

ノブ，タカノハウラボシ，ヒメノキシノブなどの着生植

物やヤクシマネッタイラン，ハイノキ，ツルマサキ，ヤ

マグルマなどの植物によって区分された．本群集はイス

表１　調査地の地名（調査地は全て熊毛郡屋久島町），海抜，海岸線からの距離（A），最寒月の月平均気温（B），調査区数および調査年月日．
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表２　タブノキ－アコウ群落（Ⅰ），スダジイ－ヤクシマアジサイ群集ユウコクラン下位単位（Ⅱ -1），スダジイ－ヤクシマアジサイ群集

ホソバオオカグマ下位単位（Ⅱ -2），イスノキ－シキミ群集（Ⅲ）の出現頻度・平均被度一覧表．Ａは出現頻度（％），Ｂは平均被

度（％）を示す．＋は 0.01％未満．
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表２　続き
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ノキ，ウラジロガシ，アカガシの優占するカシ型照葉樹

林（以下カシ型と略す）の群集で，白谷雲水峡に分布し

ていた．なお，タブ型，シイ型，カシ型の用語の定義に

ついては服部・浅見（1998）に基づいた．

生活形組成

4 群落単位の 1 調査区あたりの生活形組成を表 4 に

示す．タブノキ－アコウ群落においては照葉高木，照葉

小高木，照葉低木，常緑地生シダ，着生シダの生活形の

種数が少なく，着生シダについては組成比も低かった．

スダジイ－ヤクシマアジサイ群集は照葉低木，照葉つる，

常緑地生シダ，夏緑低木（照葉樹林構成種の中の夏緑低

木のことであり，ヤクシマアジサイを指す．ヤクシマア

ジサイは冬にも葉が残り，照葉低木と考えられるが，佐

竹ほか（1989）に従って夏緑低木とした）の生活形の

種数が他の群落よりも多かった．イスノキ－シキミ群集

は他の群落と比べて，照葉つるの種数が少なく，着生シ

ダの種数が多いことで特徴づけられた．

　

種多様性

4 群落単位の種多様性（1 調査区あたりの平均照葉樹

林構成種数，平均その他種数，平均出現種数）を表 4

に示す．照葉樹林構成種の種多様性および全出現種の種

多様性の両者においてスダジイ－ヤクシマアジサイ群集

の数値は他の 2 群落よりも高かった．ユウコクラン下

位単位の種多様性はホソバオオカグマ下位単位よりも高

かった．タブノキ－アコウ群落の種多様性はスダジイ－

ヤクシマアジサイ群集の 1/2 以下，イスノキ－シキミ

群集の 2/3 程度で非常に低かった．イスノキ－シキミ

群集の種多様性はタブノキ－アコウ群落とスダジイ－ヤ

クシマアジサイ群集の中間の値を示した．

考　　察

群落単位

(1)　タブノキ－アコウ群落　Persea thunbergii-Ficus 

superba Comm.

タブノキ，ヤブニッケイ，ガジュマル，アコウなどが

優占し，ハマビワ，クワズイモ，サンゴジュなどによっ

て特徴づけられる屋久島のタブ型はタブノキ－アコウ群

落としてまとめられている（宮脇，1980）．本論文では

宮脇（1980）に基づいてタブノキ－アコウ群落を採用

した．タブ型は潮風に耐性のある沿岸地の群落であり，

屋久島，種子島より東北地方沿岸部に分布している（服

部，1992，1993）．九州以北のタブ型は北限等の照葉

樹林であるタブノキ－イノデ群集と九州南部等のタブノ

キ－ムサシアブミ群集に区分され，ヤブツバキクラス，

スダジイ－ヤブコウジオーダー，スダジイ群団に位置づ

けられているが（服部，1985），屋久島のタブノキ－ア

コウ群落はオキナワテイカカズラ，ボチョウジなどを含

むことからヤブツバキクラス，スダジイ－ボチョウジオ

ーダー（服部，1985）に含まれる．本群落の群集とし

ての位置づけについては種子島などの他地域の調査資料

を加えて今後検討したい．

(2)　スダジイ－ヤクシマアジサイ群集　Hydrangeo-

Castanopsietum sieboldii Miyawaki, Fujiwara, Harada, 

Kusunoki et Okuda 1971

第 10 回日本生態学会大会の講演で，大野ほか（1963）

は講演時に配布した総合常在度表をもとに屋久島の自

然性の高い照葉樹林をスダジイ－ヤクシマアジサイ群集

として報告した．宮脇ほか（1971）は屋久島のシイ型

をスダジイ－ヤクシマアジサイ群集として記載し，宮脇

（1980）は本群集の詳細について報告した．ヤクシマア

ジサイなどの屋久島固有の種組成をもつ屋久島のシイ型

をスダジイ－ヤクシマアジサイ群集としてまとめるのは

妥当と認め，本群集名を採用した．なお，島内各所にス

ダジイの優占林は分布しているが，そのほとんどは二次

林であり，自然性の高いスダジイ優占林はきわめて稀

である．今回も多くの地点でスダジイ優占林の調査を行

表２　続き
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表４　照葉樹林構成種の生活形組成と種多様性．数値は 1 調査区あたりの生活形別の平均種数と標準偏差．括弧内は組成比（％）．群落

単位名は表 2 参照．

表３　4 群落単位の階層構造．数値は 1 調査区あたりの平均値と標準偏差．群落単位名は表 2 参照．

ったが，種組成の単純な二次林であった．宮脇（1980）

はこのような照葉二次林をスダジイ－ギョクシンカ群集

としてまとめている．

本群集は今回 2 つの下位単位に区分されたが，下位

単位については今後の調査結果も加えて，再検討する必

要がある．

本群集は海岸の潮風条件の厳しい立地を除く低地から

海抜 600m 程度まで分布し，沿岸地でタブノキ－アコ

ウ群落と，山地でイスノキ－シキミ群集と接している．

(3)　 イ ス ノ キ － シ キ ミ 群 集　Illicio-Distylietum 

racemosum Suzuki 1951

屋久島のカシ型については，Suzuki（1976）はイス

ノキ－シキミ群集に，宮脇（1980）はウラジロガシ－

イスノキ群集にまとめている．屋久島のカシ型と類似性

の高い南九州のカシ型照葉樹林は鈴木（1951）によっ

てイスノキ－シキミ群集として，宮脇ほか（1971）に

よってウラジロガシ－イスノキ群集として記載されてい

る．本論文では屋久島のカシ型照葉樹林については種組

成からみて南九州のものと同一群集と考え，先取性より

イスノキ－シキミ群集を採用した．本群集は前記 2 群

集とは異なり，ヤブツバキクラス，スダジイ－ヤブコウ

ジオーダーに含められる．スダジイ－ヤブコウジオーダ

ーは屋久島以北から東北地方沿岸部以南に分布し，スダ

ジイ－ボチョウジオーダーは屋久島以南の南西諸島に分

布する．屋久島では沿岸地から低山地がスダジイ－ボチ
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ョウジオーダー，山地がスダジイ－ヤブコウジオーダー

の分布域となり，2 オーダーの境界線が島内を走ってい

る．

生活形組成

屋久島島内の 4 群落単位の生活形組成を比較すると，

タブノキ－アコウ群落では多くの生活形の種数が少なく

単純化していた．タブ型は沿岸地の強い潮風条件下に成

立する．いずれの生活形でも耐潮性がある種は限られる

ため，各生活形の種数は単純化するが（服部，1985），

本群落についても同様の結果が得られた．

本調査の結果ではイスノキ－シキミ群集に着生シダ

は多数出現したが，着生ランは確認できなかった．し

かし，その後の白谷雲水峡の着生植物の調査（服部ほ

か，2009）ではマメヅタラン，ムギラン，オサラン，

ツリシュスランが確認されている．服部ほか（2007a，

2007b，2009）は九州の照葉樹林の中で着生植物の種

数が多い地点として，本調査地の白谷雲水峡以外に熊本

県市房山，宮崎県大森岳，鹿児島県栗野岳，宮崎県綾南

川をあげている．綾南川以外はいずれもイスノキ－シキ

ミ群集が調査対象とされており，自然性の高いイスノキ

－シキミ群集は着生植物の種数および組成比の高い特有

の群集として位置づけられる．

　

種多様性

1 調査区あたりの照葉樹林構成種の種多様性はスダジ

イ－ヤクシマアジサイ群集がもっとも高く，イスノキ－

シキミ群集が中間で，タブノキ－アコウ群落がもっとも

低かった．照葉樹林の分布限界地は北限と上限の 2 種

があり，北限ではタブ型林，上限ではカシ型林が成立す

るが，両樹林を比較すると北限のタブ型林の種多様性

は上限のカシ型林のそれに比較するときわめて低い（服

部ほか，2008）．また南九州本土のタブ型林も内陸のシ

イ型林に比較して，種多様性は低い（服部，1985）．与

那国島の照葉二次林においてもタブ型林はシイ型林よ

りも種多様性の低いことが報告されている（服部ほか，

2006）．以上のようにタブ型の種多様性の低さは普遍的

な現象と認められ，タブノキ－アコウ群落の種多様性の

低さもタブ型としての共通の特徴を示していると考えら

れる．

カシ型の種多様性はタブ型よりは高いもののシイ型よ

りは低いことが報告されている（小舘ほか，2001）．特

に上限域のカシ型の種多様性は北限域のタブ型よりも少

し高い 14.0 種から 16.1 種程度とかなり低い（服部ほ

か，2008）．照葉樹林構成種の多くは耐低温性が低いた

め山地の冷涼な地域に広がるカシ型の種多様性は低山地

に分布するシイ型よりも低くなる．屋久島においても同

じ傾向が確認されたと考えられる．イスノキ－シキミ群

集の種多様性を服部ほか（2003）に基づいて比較すると，

鹿児島県稲尾岳で 39.5 種，鹿児島県栗野岳で 39.8 種，

宮崎県白鳥で 34.4 種，熊本県市房山で 34.3 種，熊本県

角山で 40.2 種となり，本調査地の 34.8 種と大きな差は

認められなかった．イスノキ－シキミ群集の分布中心地

における種多様性は 34-40 種程度と考えられる．

シイ型の種多様性は島内のタブ型，カシ型に比較し

て高くなり，屋久島のシイ型の種多様性は 49.7 種から

56.6 種を示した．種多様性は地形条件によっても大き

く変化するので（服部ほか，2003），種多様性の高い

斜面下部で調査された九州のシイ型の報告（服部ほか，

2000，2002，2003）をみると，高隈で 50.8 種，綾南

で 43.1 種，綾北で 45.6 種，竜良山で 31.1 種となる．

高隈は中規模攪乱の影響で種数が増加しているため九州

本土の照葉樹林の種多様性は最大 45 種程度と考えられ

ている（服部ほか，2003）．屋久島のシイ型は九州本土

の数値を 5 ～ 10 種程度超えており，屋久島以北の照葉

樹林では最大の種多様性を有している．屋久島のシイ型

の種多様性の高さは，潮風と低温という阻害要因がない

ことに加え，九州本土に比べて高い気温や降水量の多さ

などによるものと考えられるが，これらの点については

屋久島，九州本土に各々分布する照葉樹林構成種数の比

較を含めて今後検討を加えたい．
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要　　旨

屋久島の照葉樹林を対象に，種組成および種多様性の

調査を行った．調査の結果，タブノキ－アコウ群落，ス

ダジイ－ヤクシマアジサイ群集（ユウコクラン下位単位

とホソバオオカグマ下位単位），イスノキ－シキミ群集

の 4 単位群落が区分された．タブノキ－アコウ群落は

耐潮性のあるハマビワなどによって特徴づけられるタブ

型の群落で，沿岸部に分布していた．スダジイ－ヤクシ

マアジサイ群集はヤクシマアジサイなどによって特徴づ

けられるシイ型の群集で，低山地に分布していた．イス
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ノキ－シキミ群集はホソバコケシノブなどの着生植物や

ハイノキなどによって特徴づけられるカシ型の群集であ

る．本群集は山地に分布していた．1 調査区あたりの平

均照葉樹林構成種数（種多様性）をみると，タブノキ－

アコウ群落は 21.4 種，スダジイ－ヤクシマアジサイ群

集は 56.6 種，イスノキ－シキミ群集は 34.8 種であった．

タブノキ－アコウ群落，イスノキ－シキミ群集の種多様

性がスダジイ－ヤクシマアジサイ群集に比較して低いの

は潮風と低温条件が影響していると考えられた．スダジ

イ－ヤクシマアジサイ群集の種多様性は屋久島以北の照

葉樹林の中でもっとも高かった．
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